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１．総合計画・総合戦略の全体像について
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＜総合計画・総合戦略の全体像＞

基本計画

実施計画

基本構想

将来ビジョン
「はじまりから未来へ つながりきらめくまち かしはら」

4政策と
政策の土台

27施策分野

183事務事業

▶橿原市第４次総合計画

▶第２期橿原市まち・ひと・しごと
創生総合戦略

▶橿原市人口ビジョン

基本目標

基本的方向
（重点施策）

４目標

７重点施策

整合

事務事業評価

施策評価

効果検証
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＜総合計画・総合戦略の計画期間＞
●橿原市第４次総合計画（令和3年度施行）

〇基本構想（１０年間）⇒令和３年度～令和１２年度

〇前期基本計画（５年間）⇒令和３年度～令和７年度

●第２期橿原市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和3年度施行）

⇒令和３年度～令和７年度（５年間）

令和７年度に第４次総合計画前期基本計画及び第２期総合戦略の計画期間が終了するため、
令和６年度から約２ヵ年かけて後期基本計画及び次期総合戦略を策定しています。

＜後期基本計画・次期総合戦略の計画期間＞

●橿原市第４次総合計画（令和3年度施行）

〇基本構想（１２年間）⇒令和３年度～令和１４年度

〇後期基本計画（７年間）⇒令和８年度～令和１４年度

●次期橿原市総合戦略（令和８年度施行）

⇒令和８年度～令和１４年度（７年間）

令和５年９月議会でのご指摘があったこともあり、
市長公約や施政方針との整合性を図るため、
総合計画の基本構想を２年間延長し、
後期基本計画及び総合戦略の計画期間を７年間と
します。
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＜第4次総合計画後期基本計画及び次期総合戦略の策定体制＞

議会 市長 総合政策審議会
※総合計画等庁内案の審議・答申

後期基本計画策定ワーキング
※基本計画の更新、指標の設定、個別計画の整理等

市民

・市民アンケート ・パブリックコメント

意
見

議決

提案

諮問

答申 意
見

提
案

総合計画等庁内策定委員会
※総合計画等庁内案の策定

次期総合戦略策定ワーク
※主要プロジェクトの設定等

総合計画等庁内案
作成

指
示

報
告
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２．第2期橿原市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
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第2期橿原市まち・ひと・しごと創生総合戦略の位置づけ

橿原市第4次総合計画基本構想に定める
将来ビジョン

「はじまりから未来へ、つながりきらめくまち か
しはら」を戦略的に実現することを目指している。

・人口減少の克服
・地域経済の活性化
→地方創生のための戦略
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第1期総合戦略から第2期総合戦略へ
第1期橿原市まち・ひと・しごと創生総合戦略

(平成27年度～令和元年度)
第2期橿原市まち・ひと・しごと

創生総合戦略
(令和3年度～令和7年度）

・重点施策（基本的方向）を絞り、主要事務事業とＫＰＩの設定を行った。
・地方創生について重点的かつ横断的に推し進めていく方向性を

「基本目標－重点施策―主な取組み」という体系で示している。
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３．次期総合戦略の名称について
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＜次期総合戦略の名称＞

現状

次期総合戦略

⚫ 「日本国はじまりの地 橿原」未来戦略
⇒「デジタル田園都市国家構想」や「地方創生２．０」といった国の方針が変更される
度に、新たな構想が策定されることを踏まえて、国の方針の影響を受けない橿原市
として独自の名称を設定する。また、第４次橿原市総合計画に掲げる将来ビジョン
「はじまりから未来へ、つながりきらめくまち かしはら」を戦略的に実現するために、
「未来戦略」とする。

※「日本国はじまりの地 橿原」
・橿原市が日本最初の条坊制の都として藤原京が作られた場所。
・初めて「日本」という国号が記された大宝律令が制定された。
・遣唐使を派遣した際に、今までの「倭」から「日本」へと国際的にも認められた。
⇒ 「日本国はじまりの地」とは、橿原である独自性を活かす。
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⚫第２期橿原市まち・ひと・しごと創生総合戦略
⇒国のまち・ひと・しごと創生法を踏まえて、第１期橿原市まち・ひと・創生総合戦略を
継承する形で策定。



４．次期総合戦略策定ワークについて
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＜総合戦略策定ワークについて＞

ワークの目的

⚫ 令和8年度から令和14年度までの「次期総合戦略」策定に向け、その素案の策定を
目的とする。
➢ 第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略を振り返り、課題の整理やその解決策に
ついて意見交換を行う
➢ 国の動向を見据えて新たな視点を取り入れる
➢ 橿原市として今後7年間に重点的に進めていく地方創生の施策を検討する

ワークの
メンバー

⚫ 副市長から指名された副部長
➢ 座長、副座長 企画戦略部副部長
➢ 事務局 企画政策課
➢ ファシリテーター ㈱ブレインファーム

ワークの
スケジュール
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⚫ 各ワーク 2時間程度
➢ １回目：１０月３１日（木）
➢ ２回目：１月２２日（水）
➢ ３回目：４月２２日（火）
➢ ４回目：７月上旬



R5度 R6度 R7度 R8度

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6
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●12月議会
（議決）

●審議会答申

●庁内委員会
パブコメ

● 9月議会（報告）

●庁内委員会

●審議会

●庁内委員会

●
審議会 評価部会

R5度評価

●

9月議会（報告）

評価方法検討

デジ田国家構想総合戦略を勘案した次期総合戦略 改定作業（総合計画との並行改定）

後期基本計画・戦略策定人口ビジョン推計、戦略課題洗い出し

●審議会●審議会

2期総合戦略

R6度評価

2期総合戦略

R7度評価

2期総合戦略

●審議会諮問

●庁内委員会

●審議会

●審議会●
審議会 評価部会 ●

9月議会（報告）

●庁内委員会●
庁内委員会設置

●庁内戦略WS●庁内戦略WS●庁内戦略WS●庁内戦略WS

プロポ ●

契約

次期計画策定 パブコメ業者

●改定にかかる過程 ●行政評価にかかる過程プロポ業者作業

第４次総合計画後期基本計画及び次期総合戦略の策定について

製本作業

8/55/29 7/2-5

●

庁議

●
説明会

4/16

庁内ヒアリング・調書依頼・検討・校正依頼

5/13 7/24

8/5

・策定方針提示
・スケジュール

・策定中間案
・委員変更

・策定最終案
・パブコメについて

・パブコメへの対応
・答申案（策定最終確認）

・策定中間案

人口ビジョン推計基礎調査

●
説明会

4/15 5/29 7/1-2 8月上旬

8月上旬5/29 10月下旬or11月上旬

2/10

2/21

1/2210/31

5/14

４/22

＜策定スケジュール＞

7/23 10月中旬or10月下旬



＜策定ロードマップ＞
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第1回WS
（10/31）

●概要説明
●課題・意見出し

第2回WS
（1/22）

●基本目標の共通認識
整理
●課題の再確認

第3回WS
（ 4/22）

●取組み内容の整理
●重点施策の検討
●KPI・目標値の意見

策定委
（2/10）

策定委
（5/14）

審議会
（5/29）

宿
題
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
ま
と
め審議会

（2/21）

第4回WS
（ 7月上旬）

●KPIの整理
●素案の最終整理

策定委
（7/23）

審議会
（8月上）

持
ち
帰
り
ワ
ー
ク

議会
（9月）

策定委
( 10月中)

審議会
(10月下)

議会
（12月）

庁
内
確
認

戦
略
素
案
の
整
理

市長インタビュー
（10月下）

パ
ブ
コ
メ

戦
略
案
の
完
成

事務局

事務局

事務局

副部長

持ち帰りワーク（1回目）

副部長

資
料
事
前
閲
覧

副部長

戦略の完成

・基本目標 サブタイトル
・基本目標のねらい

持ち帰りワーク（2回目）
副部長

・アウトカム、アウトカム指標
・インプット（取組）

持ち帰りワーク
副部長

総合戦略WS進捗について



策定ワークの実施内容
第1回（概要説明と意見交換）
・第2期まち・ひと・しごと総合戦略の概要、デジタル国家構想総合戦略への変更点などの説明

・第2期まち・ひと・しごと総合戦略の進捗状況説明

・第2期総合戦略で見えてきた課題整理

第2回（基本目標の共通認識の整理、課題の整理）
・基本目標の具体的な目指す姿の整理

・課題の過不足の整理

第3回（基本目標の数値目標、重点施策、KPI、取組み内容整理）
・基本目標の数値目標、重点施策、

重点施策の達成度をはかるためのKPIの検討

・重点施策を達成するための取組み内容の整理

第4回（まとめ）
・第３回策定ワーク後の素案に対して、庁内策定委員会と総合政策審議会で出た意見も踏まえて最終案を作成
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宿題ワーク①（基本目標・ねらい）のまとめ
宿題ワーク②（基本目標の数値目標、重点施策、KPI,取組み内容の整理）

宿題ワーク（課題整理）

宿題ワーク（第３回策定ワークの意見をまとめた次期戦略の素案の確認）



５．人口ビジョンについて
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国の総合戦略の改訂の流れ

平成26年 まち・ひと・しごと創生総合戦略 閣議決定

人口減少の克服と地域活性化を行うことにより、将来にわたって活力ある日本社会を維持することを目指した取り組みを通
じて、2060年に1億人程度の人口を確保することを目指す。

令和元年 第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略 閣議決定

人口減少克服と過度な東京一極集中の是正などの引き続き取り組むべき課題に対して、国と地方が総力を挙げて取り組む。

令和5年 デジタル田園都市国家構想 閣議決定

デジタルを活用して「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す。地方の社会課題（人口減少、東京一極集
中、地域産業の空洞化）の解決のために、デジタルトランスフォーメーションを積極的に推進する。

令和6年12月 地方創生2.0の「基本的な考え方」(新しい地方経済・生活環境創生本部）

人口規模が縮小しても経済成長し、社会を機能させる適応策を講じていく

・一極集中を進めるような政策の見直し

・地域経済、社会、これらを支える人材の力を最大限に引き出す政策強化

・若者や女性に選ばれる職場や暮らしを実現する政策強化

・都市と地方の新たな結びつき・人の往来を円滑化する政策強化
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（参考資料）
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奈良県人口ビジョンについて
平成27年12月

第2期総合戦略では、改
訂なし

令和2年3月 第2期 令和7年3月 第3期

(第3期奈良県地方創生総合戦略から一部抜粋

現在素案の段階ではあるが、第1期戦略時の人口増加の

将来展望人口は示さず、人口減少を前提とした社会や行
政の仕組みを再構築していくこと、と記載している
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橿原市次期総合戦略の人口ビジョンの方向性

令和3年 第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略
将来人口推移

令和8年 「日本国はじまりの地 橿原」未来戦略

社人研推計の人口をもとに橿原市を活性化させる施策を検討する。将来人口推移のグラデー
ションは下記のとおりの理想的な合計特殊出生率、移動率を示しており、希望をこめて示してい
ます。
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